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図9 CePd2Si‡の温度一圧力相図【1】.T.は超伝導転移温度を示す･
7おわりに
これまでに述べたように,非フェルミ液体的挙動のほとんどが磁気秩序寸前の重い電子系
で観測されている.従って,量子相転移近傍のスピン揺らぎがその異常物性に重要な役割を
果たしていると考えられる.最近,非フェル ミ液体的挙動を示す規則的結晶構造を持つ物質
のいくつかは反強磁性臨界点近傍で超伝導状態に転移することが見出された.例として,
cepd2Si2の温度一圧力相図を図8に示す【1】.この超伝導状態の起源はまだ解明されてはいない
が,相図から考えて,スピンの揺らぎが重要な役割を果たしていると思われる.このように,
量子臨界点近傍には興味深い物性が潜んでいる.多くの研究者がこの分野に興味を持ってい
ただければ幸いである.
最後に,本稿中のCe7Ni3の研究は広島大学理学部の高畠 敏郎氏との共同研究である.ま
た,その研究でお世話になった低温センターの門松 秀興氏､理学部物理学科低温研究室の皆
様に感謝する.また,scR理論について有益な助言をいただいた守谷 亨氏に感謝する.
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